
５０百万円（１０百万円）農薬による生物多様性への影響評価事業

水・大気環境局農薬環境管理室

１．事業の概要
我が国の田園地帯や里地里山地域では、水田、水路、ため池など、人の適

切な維持管理により成り立った多様な環境がネットワークを形成し、継続的
な農業等の営みを通じて、多様な野生動植物が生息生育する生物多様性が豊
かな空間とすることが可能であり、近年、それぞれの地域で例えばトキやコ
ウノトリを代表とする生物多様性保全をより重視した農業活動等を営みたい
というニーズが高まってきている。
他方、農薬は一般的に農業活動に欠かすことのできない資材であり、人畜

が摂取した場合や一般環境中での安全性は農薬取締法で担保されている一方、
農用地内及びその周辺環境での生物多様性への影響については知見に乏しい
状況にある。
さらに、平成２０年の生物多様性基本法の成立、平成２１年内の生物多様

性国家戦略の改訂、平成２２年１０月のＣＯＰ１０の名古屋開催を受けて、
生物多様性施策の充実が求められるところである。
このような背景に鑑み、農薬に関して、その使用による農用地及びその周

辺環境での生物多様性への影響評価手法の確立を図り、我が国における生物
多様性の保全に資する事業を行うものである。

（１）生物多様性影響評価
本事業の平成２１年度においては、農用地及びその周辺環境の生物多様性

に関する概念整理、文献調査等を実施しており、それらの成果等を補完・検
証しつつ、農薬の生物多様性への影響評価手法の確立に資する成果を得るべ
く、以下の事業を新たに実施する。
① 農薬使用が農用地とその周辺環境での生物多様性にどのような影響をも
たらすかについて、農薬の各種生物グループに対する影響評価手法を調査
する。
ａ 圃場及び実験生態系（メソコスム）を用いた農薬の生物群集への影響
試験
ｂ 我が国の農用地における農薬の使用実態と生物多様性に関する実態調
査

② 我が国の生態系を代表する生物種の毒性試験及び評価方法等の検討を行
う。
ａ 我が国の生態系を代表する生物種を用いた毒性試験方法・評価方法等
の調査・検証
ｂ 現場レベルにおける生物多様性の保全に資するため、我が国の生態系
を代表する生物種を用いた毒性試験方法・評価方法の簡便化の検討及び
実証

（２）影響評価手法に関する検討
生物多様性影響調査を踏まえ、農薬による生物多様性への影響に関する

総合的な農薬生物多様性影響評価手法の検討を行う。



２．事業計画

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５
生物多様性影響調査

情報収集・概念整理

圃場及び実験生態系試験

実態調査

毒性試験法・評価方法調査・検証

毒性試験法・評価方法簡便化検討

影響評価手法に関する検討

３．施策の効果
農薬の生物多様性への影響評価手法の開発により、農薬の開発から使用に

いたる各段階において生物多様性への影響が考慮されることにより、生物多
様性の維持・保全に資することとなる。



藻類、高等植物

ﾕｽﾘｶ､ﾐｼﾞﾝｺ
ﾒﾀﾞｶ､ﾀﾆｼ、etc

ｻｷﾞ､
ﾍﾋﾞ､ｲﾀﾁ

生態系ピラミッド

農薬の生物多様性影響評価のイメージ
生態系影響調査の実施

・圃場・実験生態系での試験

・農用地での実態調査

毒性試験及び評価方法の検討

・生態系を代表する生物種の毒性試験・
評価法の調査・検証

・簡便な毒性試験・評価方法の開発

農薬の生物多様性への
影響評価手法の確立

地域Ｘ

地域Ｙ

多様性保全生態系確保

完全回復へ
選択性除草剤

使用1回目

多様性喪失生態系崩壊

死滅

生物多様性確保の観点から農薬の適切な選択と適切な施用の考え方が地域ごとに普及

死滅 回復 無影響間接影響

選択性殺虫剤
使用2回目

3次層

2次層

1次層

使用2回目 殺虫剤
（植物へも影響）

使用1回目
除草剤

各階層で一部回復。使用２回目の殺
虫剤の影響で２次層の一部が死滅。
その結果、３次層の一部で餌不足。

使用１回目及び２回目のダ
メージが小さいため多様性は
ほぼ回復、いずれ完全回復。

1次層の大部分が死滅。その
結果2次層、３次層で餌不足

使用１回目の影響で３次層は死滅。
１次層・２次層は回復の途中ではあ
るが、使用２回目の殺虫剤の影響大。

１次層の一部を残し、２次層、
３次層は死滅。

１次層の一部が死滅。その
結果２次層・３次層で餌不足。
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